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左から岡本副議長、石橋議長、雲然書記、内藤総幹事

議
員
資
格
巡
り
冒
頭
か
ら
白
熱

掲
げ
て
会
場
を
何
度
も
練
り
歩

い
た
が
、
総
会
を
通
し
て
席
に

留
ま
っ
た
京
都
教
区
議
員
も
い

た
。
　
議
長
報
告
、
総
幹
事
報
告
で

も
同
様
の
戒
規
問
題
の
論
議
が

続
い
た
が
、
挙
手
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

論
が
続
い
た
。
山
北
議
長
は
、

「
　
号
決
議
を
重
ん
じ
て
、
自

44
ら
発
議
は
し
な
か
っ
た
が
、
議

長
は
一
切
何
も
す
る
な
と
い
う

議
案
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
事

態
に
な
ら
な
い
た
め
に
北
村
慈

郎
氏
に
は
未
受
洗
者
配
餐
を
止

め
る
よ
う
に
再
三
勧
告
し
た

が
、聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

規
則
は
変
わ
る
ま
で
は
従
う
の

が
ル
ー
ル
だ
。
戒
規
は
悔
い
改

め
の
招
き
だ
」
と
述
べ
た
。

　
議
長
席
か
ら
の
採
決
提
案
に

対
し
、
ま
ず
採
決
に
入
る
か
否

か
を
問
う
こ
と
と
し
、
賛
成
2

0
3
（
投
票
総
数
3
6
6
）
で

可
決
。
動
議
を
受
け
て
無
記
名

投
票
で
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成

1
9
9
で
承
認
さ
れ
た
。
1
号

議
案
の
議
事
日
程
案
が
承
認
さ

れ
る
の
に
、
休
憩
　
分
を
挟
ん

30

で
1
時
間
　
分
要
し
た
。

40

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
京
都

教
区
有
志
が
「
北
村
慈
郎
氏
の

議
員
権
剥
奪
は
不
当
不
法
で
あ

り
、　
回
総
会
を
認
め
な
い
」

37

と
の
意
思
表
示
を
行
っ
て
一
斉

に
退
席
し
、
抗
議
の
横
断
幕
を

　
雲
然
俊
美
　
　
　
　
　
　
1

　
張
田
　
眞
　
　
　
　
　
　
1

　
島
　
耕
一
　
　
　
　
　
　
0

　
山
北
宣
久
　
　
　
　
　
　
0

（
投
票
総
数
3
5
7
　
無
効

1
）

　
岡
本
知
之
新
副
議
長
は
、「
偏

る
こ
と
が
な
い
の
は
神
だ
け

で
、
人
間
は
偏
り
見
る
存
在

だ
。 
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
会

議
に
お
い
て
議
事
規
則
が
定
め

ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
公
正

な
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
限
界
は
あ
る
が
、
精
一
杯

務
め
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
　
書
記
は
、
慣
例
通
り
石
橋
議

長
と
岡
本
副
議
長
と
の
協
議
選

考
を
議
場
が
承
認
し
て
、
雲
然

俊
美
議
員
（
奥
羽
）
が
選
出
さ

れ
た
。
こ
の
結
果
、
三
役
は
一

新
さ
れ
た
。

　
雲
然
俊
美
新
書
記
は
、「
教
団

の
教
会
と
し
て
の
形
成
の
た

め
、
議
長
、
副
議
長
を
支
え
て

働
き
た
い
。
地
方
教
区
は
困
難

な
中
で
伝
道
に
励
ん
で
お
り
、

宣
教
協
力
こ
そ
大
切
だ
と
感
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
励
ん

で
行
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
永
井
清
陽
報
）

　
議
事
は
大
幅
に
遅
れ
、
1
日

目
夜
8
時
過
ぎ
、
2
号
議
案
議

長
選
挙
に
入
り
、
予
備
選
を
経

て
同
夜
、
本
投
票
を
実
施
し
、

2
日
目
午
前
、
議
長
に
石
橋
秀

雄
議
員
（
関
東
）
が
選
出
さ
れ

た
。　
　
石
橋
秀
雄
　
　
　
　
2
0
1

　
後
宮
敬
爾
　
　
　
　
1
5
0

　
青
山
　
実
　
　
　
　
　
　
1

　
岡
本
知
之
　
　
　
　
　
　
1

　
向
井
希
夫
　
　
　
　
　
　
0

（
投
票
総
数
3
5
4
　
無
効

1
）

　
石
橋
秀
雄
新
議
長
は
、「
ど
う

か
寛
容
と
忍
耐
と
祈
り
を
も
っ

て
支
え
て
頂
き
た
い
。
目
に
見

え
る
教
会
は
、
信
仰
告
白
と
典

礼
と
教
会
法
に
よ
り
現
実
化
さ

れ
る
。そ
の
一
つ
で
も
歪
む
と
、

後
の
二
つ
は
脆
弱
に
な
る
。
教

団
に
お
い
て
こ
の
三
つ
が
し
っ

か
り
と
確
立
す
る
よ
う
働
き
た

い
。
礼
拝
で
熱
心
に
御
言
葉
が

語
ら
れ
、
聞
か
れ
、
高
ら
か
に

主
に
讃
美
が
捧
げ
ら
れ
る
こ
と

で
伝
道
に
熱
く
な
る
教
団
に
な

っ
て
行
け
る
」
と
力
強
く
抱
負

を
語
っ
た
。

　
石
橋
新
議
長
は
、
副
議
長
3

期
、
議
長
4
期
を
務
め
た
山
北

宣
久
前
議
長
に
謝
辞
を
述
べ
、

山
北
前
議
長
は
、「
　
年
間
、

14

お
用
い
戴
い
た
こ
と
を
神
に
感

謝
す
る
。
東
京
教
区
が
総
会
を

開
催
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

か
ら
、
教
団
に
関
わ
る
よ
う
に

な
り
、
牧
師
生
活
の
殆
ど
を
全

体
教
会
形
成
の
た
め
に
捧
げ
て

来
た
。
今
後
も
祈
り
を
も
っ
て

支
え
て
行
き
た
い
」と
挨
拶
し
、

議
事
を
石
橋
新
議
長
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
。

　
副
議
長
選
挙
は
、
予
備
選
で

同
数
者
が
出
て
8
人
で
の
本
投

票
と
な
り
、岡
本
知
之
議
員（
兵

庫
）
が
当
選
し
た
。

　
岡
本
知
之
　
　
　
　
2
0
0

　
後
宮
敬
爾
　
　
　
　
1
4
7

　
佃
　
真
人
　
　
　
　
　
　
5

　
黒
田
道
郎
　
　
　
　
　
　
2

村
氏
は
議
員
資
格
を
失
っ
た
。

神
奈
川
教
区
に
補
充
を
要
請
し

た
が
、
教
区
は
補
充
し
な
か
っ

た
の
で
、未
登
録
と
取
り
扱
う
。

北
村
氏
は
退
席
し
て
戴
き
た

い
」
と
述
べ
た
が
、
北
村
氏
は

そ
の
ま
ま
議
席
に
留
ま
っ
た
。

　
議
事
日
程
議
案
で
山
北
議
長

が
、
戒
規
関
連
議
案
の
う
ち
、

　
号
議
案
を
分
割
し
後
半
を
却

30下
、　
号
、　
号
議
案
を
廃
棄

31

41

す
る
と
の
議
案
整
理
委
員
会
報

告
を
提
示
し
た
こ
と
か
ら
論
議

が
始
ま
っ
た
。

　「
　
総
会
　
号
議
案
の
無
効

36

44

決
議
は
生
き
て
お
り
、
議
案
整

理
委
員
会
の
決
定
は
不
当
」「
過

程
の
ど
こ
か
に
重
大
な
誤
り
が

あ
れ
ば
、
規
則
の
定
め
る
こ
と

は
規
範
に
は
な
ら
な
い
。
廃
棄

す
る
の
で
な
く
、
上
程
し
て
意

見
を
戦
わ
す
べ
き
」
と
い
う
議

案
整
理
へ
の
反
対
意
見
、「
　
号
44

議
案
は
、
手
続
き
上
の
こ
と
で

戒
規
そ
の
も
の
の
無
効
を
決
議

し
た
も
の
で
は
な
い
。
戒
規
に

賛
成
す
る
議
案
も
可
決
さ
れ
て

い
る
」
と
い
う
賛
成
論
と
意
見

が
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
。

　
議
長
席
の
佐
々
木
美
知
夫
副

議
長
は
、
議
事
日
程
の
審
議
で

あ
る
こ
と
を
再
三
確
認
し
た

が
、
戒
規
の
是
非
を
論
ず
る
議

　
第
　
回
教
団
総
会
は
、　
月

37

10

　
日
か
ら
3
日
間
、
東
京
・
池

26袋
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
総

会
議
員
4
0
0
人
中
、
開
会
時

3
6
4
人
が
出
席
し
た
。
沖
縄

教
区
は
　
回
総
会
以
来
、
連
続

34

し
て
議
員
　
人
を
選
出
し
な
か

10

っ
た
が
、
具
志
堅
篤
元
教
区
副

議
長
が
准
議
員
と
し
て
出
席
し

た
。
　
開
会
前
の
議
員
登
録
で
、
北

村
慈
郎
氏
の
登
録
を
巡
り
、
内

藤
留
幸
総
幹
事
に
多
く
の
議
員

が
詰
め
寄
り
、
受
付
ロ
ビ
ー
が

騒
然
と
し
、
登
録
が
停
滞
す
る

中
で
、
午
後
1
時
半
、
定
刻
に

開
会
礼
拝
が
始
ま
っ
た
。

　
山
北
宣
久
議
長
の
総
会
成
立

宣
言
は
、
発
言
を
求
め
る
声
と

怒
号
で
か
き
消
さ
れ
、
開
会
の

祈
り
の
間
も
怒
号
が
飛
び
交
っ

た
。
山
北
議
長
は
、「
議
員
名

簿
に
は
北
村
慈
郎
氏
は
議
員
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
名
簿
印

刷
後
、
審
判
委
員
会
の
裁
定
に

よ
り
免
職
が
決
定
し
た
の
で
北

　
今
総
会
の
最
大
関
心
事
は
、
北
村
慈
郎
氏
に
対
す
る
戒
規
・
免
職
処
分
の
是
非
で
あ
り
、
そ
の
議
員
資
格
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
本
来
性
格
が
異

な
る
は
ず
の
案
件
で
も
、
こ
の
こ
と
が
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
た
。
問
題
の
根
底
に
は
聖
餐
理
解
を
巡
る
問
題
が
存
在
し
、
健
全
な
教
団
を
形
成
す

る
た
め
に
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
議
論
で
は
あ
っ
た
が
、
た
め
に
、
緊
急
課
題
で
あ
る
教
勢
、
伝
道
、
財
政
等
、
重
要
事
項
が
霞
ん
で
し
ま
っ
た
。

選
挙
方
法
と
い
い
、
議
論
の
入
口
で
大
渋
滞
の
感
あ
り
。

戒規の必然性を主張する山北宣久前議長

▼
大
学
病
院
へ

の
献
体
を
遺
言

し
て
2
年
以
上

前
に
亡
く
な
っ

た
教
会
員
の
火

葬
前
式
を
、
つ

い
先
日
執
り
行
っ
た
。
炉
に
収

め
る
前
に
棺
の
扉
を
開
け
て
顔

を
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

酷
い
こ
と
だ
。
▼
大
学
の
担
当

者
が
、
こ
ん
な
挨
拶
を
し
た
。

「
医
学
部
の
学
生
は
、1
年
生
の

間
は
、一
般
教
養
を
学
び
ま
す
。

専
門
の
勉
強
は
、
2
年
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
医
学
生
と
い
っ

て
も
、　
歳
　
歳
で
す
。普
通
の

19

20

若
者
と
同
じ
で
、
ち
ゃ
ら
ち
ゃ

ら
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
献
体
さ
れ
た
遺
体
に
向

き
合
う
時
に
、
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

し
て
い
る
者
は
一
人
も
あ
り
ま

せ
ん
。皆
、
一
様
に
、
厳
か
な
思

い
に
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。献
体
さ
れ
た
方
は
、医
学
生

に
と
っ
て
、
一
番
最
初
の
、
一
番

優
れ
た
指
導
教
授
で
あ
り
、
そ

し
て
一
番
最
初
の
患
者
で
す
」。

▼
こ
の
人
は
、何
回
も
何
回
も
、

同
じ
話
を
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
が
、し
か
し
、深
い
感
銘

を
受
け
た
。そ
し
て
、故
人
の
し

た
こ
と
が
決
し
て
無
駄
で
は
な

い
と
知
っ
て
、
慰
め
ら
れ
た
。▼

教
団
総
会
は
、
私
た
ち
人
間
の

思
い
を
も
っ
て
神
さ
ま
に
問

い
、神
の
御
旨
を
聞
く
、こ
の
上

な
い
厳
か
な
時
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
現
実
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
会
議
だ
け
で

は
な
く
、
開
会
・
閉
会
礼
拝
で

も
、聖
餐
礼
拝
時
で
さ
え
、純
粋

素
朴
な
教
会
員
に
は
躓
き
に
し

か
な
ら
な
い
よ
う
な
場
面
が
、

多
々
あ
っ
た
。
▼
教
団
再
生
と

言
う
が
、
そ
れ
は
組
織
や
規
則

の
こ
と
で
は
な
い
。何
よ
り
も
、

霊
性
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

新
議
長
に
石
橋
秀
雄
氏

岡
本
知
之
副
議
長
、雲
然
俊
美
書
記
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そ
の
論
議
は
不
十
分
だ
と
い
う

意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、「
十
分
な
論
議
が
な
さ

れ
て
も
い
な
い
の
に
、
教
規
に

違
反
す
る
行
為
が
な
さ
れ
た
こ

と
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
事
を

行
っ
て
か
ら
議
論
し
よ
う
と
言

う
の
は
欺
瞞
だ
」
と
、
反
論
が

述
べ
ら
れ
た
。
採
決
の
結
果
、

3
4
5
票
中
1
4
6
票
の
賛
成

で
少
数
否
決
さ
れ
た
。

　
同
じ
く
第
1
2
4
回
神
奈
川

教
区
総
会
提
案
の
議
案
　
号
、

31

「
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す
る
教

師
委
員
会
免
職
戒
規
適
用
の
無

効
を
確
認
す
る
件
」
も
、　
号
30

の
議
案
⑵
と
同
様
の
論
拠
で
廃

棄
と
な
っ
た
。

　
松
木
田
博
議
員
に
よ
る
議
案

　
号
「
教
憲
第
1
条
お
よ
び
第

362
条
の
規
定
に
反
し
、
教
団
の

秩
序
を
 紊
 る
行
為
の
あ
っ
た
教

み
だ

師
に
対
し
て
、
教
団
総
会
議
長

が
常
議
員
会
の
議
を
経
て
戒
規

の
申
立
を
す
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
確
認
し
、
第
　
回
教
団

36

総
会
議
案
　
号
の
決
議
の
無
効

44

を
確
認
す
る
件
」
は
、　
号
、

30

　
号
と
は
真
反
対
の
立
場
か
ら

31提
案
さ
れ
た
。　
議
案
は
、「
確

認
し
、」
ま
で
の
前
半
と
「
第

　
回
教
団
総
会
」
以
後
の
後
半

36と
に
分
割
さ
れ
、
後
半
は
議
案

整
理
で
廃
棄
さ
れ
た
。前
半
も
、

後
半
と
同
様
に
第
　
回
教
団
総

36

会
議
案
　
号
の
決
議
を
事
実
上

44

覆
す
意
味
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
廃
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
整
合

性
が
な
い
と
、
激
し
い
反
対
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

教
憲
教
規
に
依
っ
て
秩
序
を
回

復
す
る
た
め
に
は
是
非
と
も
必

要
だ
と
す
る
意
見
が
上
回
り
、

3
3
0
票
中
1
8
7
票
で
可
決

さ
れ
た
。

　
柴
田
も
ゆ
る
議
員
提
案
の
議

案
　
号
「
2
0
0
9
年
7
月
　

41

31

日
付
『
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す

る
戒
規
申
し
立
て
』
お
よ
び
そ

れ
に
拘
わ
る
教
団
関
係
機
関
の

無
効
を
確
認
す
る
件
」
は
、「
無

効
と
す
べ
き
執
行
」
と
し
て
、

⑴
教
師
委
員
会
に
よ
る
免
職
処

分
の
決
定
、
⑵
常
議
員
会
に
よ

る
審
判
委
員
会
の
設
置
、
⑶
審

判
委
員
会
に
よ
る
決
定
、
つ
ま

り
、
戒
規
に
至
る
手
順
全
て
を

上
げ
た
。
論
拠
と
し
て
は
、
主

に
第
　
回
教
団
総
会
議
案
　
号

36

44

の
決
議
が
上
げ
ら
れ
た
が
、
こ

の
決
議
の
性
格
・
意
味
に
つ
い

て
は
、　
総
会
期
を
通
じ
て
議

36

論
さ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、

「
単
に
手
続
き
の
不
備
の
問
題

に
過
ぎ
ず
、
戒
規
が
否
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
反

論
が
、こ
こ
で
も
述
べ
ら
れ
た
。

議
案
整
理
の
対
象
と
な
り
議
事

日
程
審
議
時
に
廃
棄
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
議
案
　
号
「
教
師
委

42

員
会
の
戒
規
申
立
書
を
改
竄
し

て
の
審
査
に
意
義
を
申
立
て
る

投
票
を
求
め
る
動
議
が
採
択
さ

れ
、
投
票
の
結
果
、
投
票
総
数

3
5
4
、
賛
成
1
5
5
で
　
号
38

議
案
は
少
数
否
決
と
な
り
、
自

動
的
に
常
議
員
選
挙
は
全
数
連

記
で
の
投
票
と
な
っ
た
。

　
2
日
目
午
後
か
ら
3
日
目
午

前
に
か
け
て
予
備
選
、
本
投
票

が
行
わ
れ
た
結
果
、
常
議
員
は

教
職
9
名
、
信
徒
6
名
が
入
れ

替
わ
っ
た
。

（
永
井
清
陽
報
）

が
、「
明
日
の
教
団
を
考
え
る
と

き
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が

い
る
こ
と
が
重
要
」「
全
数
連
記

で
は
選
挙
が
人
事
の
争
い
に
陥

る
」と
い
う
少
数
連
記
の
主
張
。

「
全
数
連
記
だ
と
一
つ
の
考
え

方
に
な
る
こ
と
な
ど
有
り
得
な

い
」「
少
数
連
記
で
の
争
い
が
、

教
区
間
格
差
を
生
み
出
し
て
来

た
」
と
の
全
数
連
記
支
持
と
議

論
は
平
行
線
を
辿
っ
た
。

　
　
号
議
案
採
決
で
、
無
記
名

38

　
今
総
会
の
争
点
の
一
つ
は
、

常
議
員
の
選
挙
方
法
だ
っ
た
。

議
事
が
大
幅
に
遅
れ
、
2
日
目

午
後
、
第
6
号
議
案
「
常
議
員

会
選
挙
に
関
す
る
件
」
が
上
程

さ
れ
た
。
常
議
員
（
教
師
　
、
14

信
徒
　
名
）
を
全
数
連
記
で
選

13

出
す
る
常
議
員
会
提
案
だ
が
、

対
案
と
し
て
、
半
数
連
記
（
教

師
・
信
徒
と
も
7
名
）
で
の
選

出
を
求
め
る
第
　
号
議
案
が
提

38

案
さ
れ
て
お
り
、
一
括
上
程
さ

れ
た
。

　
対
案
の
　
号
議
案
提
案
者
、

38

向
井
希
夫
議
員
（
大
阪
）
は
、

「
常
議
員
会
議
案
は
1
票
差
の

可
決
だ
っ
た
。全
数
連
記
で
は
、

過
半
数
を
わ
ず
か
に
超
え
る

人
々
が
議
員
を
独
占
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
異
な
る
意
見
の
人

を
す
べ
て
排
除
す
る
常
議
員
会

は
、
今
日
の
教
団
状
況
を
反
映

し
た
会
議
、
民
主
的
な
会
議
と

い
え
る
だ
ろ
う
か
。
前
　
回
総

36

会
同
様
の
7
名
連
記
を
提
案
す

る
」と
提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
6
号
議
案
の
常
議

員
会
で
の
提
案
者
、
岡
田
義
信

議
員
（
東
京
）
が
、「
常
議
員

は
、
教
区
の
意
見
を
代
弁
す
る

も
の
で
な
く
、
教
団
総
会
全
体

の
意
志
決
定
を
反
映
す
る
た
め

に
選
ぶ
も
の
だ
。
教
団
紛
争
以

前
は
全
数
連
記
で
あ
り
、
当
初

か
ら
議
員
個
人
に
常
議
員
全
員

を
選
ぶ
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

た
。
全
数
連
記
で
は
少
数
者
の

意
見
を
反
映
し
な
い
と
の
意
見

が
あ
る
が
、
現
在
の
常
議
員
会

は
、
教
区
総
会
議
長
、
常
設
委

員
会
委
員
長
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
陪
席
を
受
け
入
れ
て
い

る
」と
の
提
案
理
由
を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
審
議
に
入
っ
た

件
」
も
、
同
様
に
廃
棄
さ
れ
た
。

　
賛
否
は
別
と
し
て
事
前
の
関

心
が
高
か
っ
た
岡
村
恒
議
員
提

案
の
議
案
　
号
「『
信
仰
告
白
』

39

と
『
教
憲
・
教
規
』
に
お
け
る

洗
礼
と
聖
餐
の
〈
一
体
性
と
秩

序
〉
と
を
確
認
す
る
件
」
に
つ

い
て
は
、「
議
案
　
号
、
議
案

37

　
号
と
も
に
常
議
員
会
付
託

39に
」
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
も
の
の
別
個
に
取
り
扱
う
こ

と
と
な
り
、
結
果
、
上
程
さ
れ

ず
審
議
未
了
廃
案
と
な
っ
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
議
案
⑴
に
つ
い
て
は
、
そ
の

提
案
理
由
に
も
あ
る
よ
う
に
、

「
教
会
存
立
の
基
本
的
事
項
で

あ
る
聖
餐
に
つ
い
て
教
団
と
し

て
慎
重
か
つ
十
分
な
論
議
が
な

さ
れ
」な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

に
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
第
1
2
4
回
神
奈
川
教
区
総

会
が
提
案
者
と
な
っ
た
議
案
　30

号
「
聖
餐
の
あ
り
方
に
つ
い
て

慎
重
か
つ
十
分
に
論
議
す
る
場

を
教
団
に
設
置
す
る
件
」
は
、

議
案
⑴
常
議
員
会
に
お
い
て
十

分
な
時
間
を
と
っ
て
聖
餐
の
あ

り
方
に
つ
い
て
内
容
的
な
論
議

を
行
う
、
と
議
案
⑵
そ
の
論
議

が
十
分
に
煮
詰
ま
る
ま
で
は
特

段
の
法
的
な
処
置
を
と
る
こ
と

を
控
え
る
、
に
分
割
さ
れ
、
議

案
⑴
は
上
程
さ
れ
た
が
、
議
案

⑵
は
廃
棄
さ
れ
、
上
程
さ
れ
な

か
っ
た
。
山
北
宣
久
議
長
は
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
戒
規
施
行

細
則
第
6
条
「
審
判
委
員
会
に

お
い
て
決
定
し
た
る
も
の
は
、

最
終
決
定
と
す
る
」
を
上
げ
、

「
教
団
総
会
で
こ
れ
を
議
論
す

る
と
、
教
団
総
会
を
経
な
け
れ

ば
戒
規
が
確
定
し
な
い
と
い
う

事
態
と
な
り
混
乱
す
る
」
と
説

明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
教
団

総
会
の
優
位
性
を
論
拠
に
反
論

が
述
べ
ら
れ
た
が
、
議
事
日
程

確
定
の
段
階
で
、
廃
案
に
決
ま

っ
た
。

　
教
師
戒
規
に
関
連
す
る
幾
つ

か
の
議
案
が
、
前
総
会
に
引
き

続
き
、
今
総
会
最
大
の
関
心
事

で
あ
っ
た
。

　
一
面
に
記
し
た
よ
う
に
、
総

会
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
登

録
、議
事
日
程
承
認
の
段
階
で
、

早
く
も
混
乱
が
あ
り
、
激
し
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
関
連
す
る
議
案
が
次
の
よ
う

全
数
連
記
で
常
議
員
選
挙
 

　
人
中
新
人
が
　
名
当
選
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本
総
会
中
3
回
の
礼
拝
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　
開
会
礼
拝
で
は
、
司
式
者

の
角
谷
多
美
子
氏
（
安
藤
記

念
教
会
）
が
「
二
つ
の
も
の

を
一
つ
に
し
て
下
さ
る
神

が
、3
日
間
の
総
会
の
上
に
、

導
き
を
与
え
て
下
さ
る
よ
う

に
」
と
祈
っ
た
。
ま
た
日
本

基
督
教
団
信
仰
告
白
を
一
同

で
告
白
し
た
。

　
イ
ザ
ヤ
書
　
章
4
～
6
節

53

と
マ
タ
イ
福
音
書
　
章
　
～

16

13

　
節
よ
り
、
疋
田
國
磨
呂
牧

20師
（
大
宮
教
会
）
が
「
こ
の

岩
の
上
に
わ
た
し
の
教
会
を

建
て
る
」
と
題
し
て
説
教
。

「
あ
な
た
は
メ
シ
ア
、
救
い

主
」
と
の
信
仰
告
白
、
こ
れ

は
2
千
年
間
の
教
会
の
告
白

で
あ
る
。「
信
仰
告
白
」
の
岩

の
上
に
、
主
イ
エ
ス
は
教
会

建
設
命
令
を
与
え
ら
れ
た
。

陰
府
の
力
、
死
と
罪
の
力
に

打
ち
勝
っ
て
、
教
会
は
建
て

ら
れ
る
。
私
た
ち
は
現
状
を

憂
う
、
し
か
し
教
会
は
私
た

ち
の
も
の
で
は
な
い
。
主
イ

エ
ス
が
、
私
の
も
の
と
呼
ん

で
下
さ
る
こ

と
に
よ
り
、

私
た
ち
は
生

か
さ
れ
る
。

主
イ
エ
ス
の

教
会
を
立
て
て
い
く
限
り
、

教
会
は
永
遠
に
滅
び
な
い
。

「
死
に
も
打
ち
勝
つ
」
と
の

主
の
約
束
が
あ
る
か
ら
、
と

結
ば
れ
た
。

　
一
同
で
力
強
く
讃
美
の
歌

声
を
あ
げ
、
祝
祷
を
も
っ
て

礼
拝
が
閉
じ
ら
れ
た
。

　
2
日
目
朝
の
逝
去
者
記
念

礼
拝
で
は
、
邑
原
宗
男
牧
師

（
江
刺
教
会
）
か
ら
逝
去
教

師
　
名
、逝
去
宣
教
師
9
名
、

86
計
　
名
全
員
の
氏
名
が
朗
読

95
さ
れ
た
。

　
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
　
章
1
～

21

4
節
に
基
づ
き
「
神
が
人
と

共
に
住
み
、
人
は
神
の
民
と

な
る
」
と
題
し
、
追
悼
の
辞

を
語
り
、
今
年
逝
去
さ
れ
た

飯
渕
よ
し
教
師
の
生
涯
に
触

れ
た
。

　
戦
時
中
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
教

会
弾
圧
で
解
散
さ
せ
ら
れ
た

男
鹿
教
会
へ
1
9
4
5
年
に

赴
任
、
離
散
し
て
い
た
信
徒

を
集
め
、教
会
を
復
興
し
た
。

後
に
男
鹿
幼
稚
園
を
併
設
、

さ
ら
に
脇
本
教
会
・
幼
稚
園

が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
教

師
の
働
き
を
励
ま
し
続
け
た

信
徒
が
い
る
。
男
鹿
半
島
の

地
で
一
生
を
か
け
て
礼
拝
を

守
り
続
け
、
幼
子
を
導
き
続

け
た
教
師
と
信
仰
者
の
群
れ

を
覚
え
た
。
主
が
信
仰
の
先

達
を
用
い
、
栄
光
の
道
を
歩

ま
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
感

謝
し
、
私
た
ち
も
主
に
あ
っ

て
豊
か
に
用
い
ら
れ
た
い
と

結
ん
だ
。

　
3
日
目
に
は
大
村
栄
牧
師

（
阿
佐
ヶ
谷
教
会
）
の
司
式

に
よ
り
、
日
本
基
督
教
団
式

文
（
試
用
版
）
を
用
い
て
、

聖
餐
礼
拝
が
持
た
れ
た
。

　
イ
ザ
ヤ
書
　
章
1
～
5
節

53

と
教
団
聖
書
日
課
の
マ
ル
コ

福
音
書
1
章
　
～
　
節
に
基

29

39
づ
き
、「
十
字

架
の
主
に
従

う
」
と
題
し

て
以
下
の
よ

う
に
説
教
が

語
ら
れ
た
。

　「
主
イ
エ
ス
は
弟
子
シ
モ

ン
の
し
ゅ
う
と
め
の
手
を
取

っ
て
起
こ
さ
れ
、
い
や
さ
れ

た
。
す
る
と
彼
女
は
一
同
を

も
て
な
し
、
主
に
仕
え
る
者

と
さ
れ
た
。
主
は
ご
自
分
に

従
う
者
の
家
族
に
も
出
会

い
、
手
を
取
っ
て
信
仰
を
起

こ
し
て
下
さ
る
。
家
族
の
救

い
を
祈
る
こ
と
は
、
福
音
宣

教
の
第
一
歩
で
あ
る
」。

　「
主
は
御
国
の
福
音
を
宣

べ
伝
え
、
多
く
の
人
々
を
癒

さ
れ
た
。
そ
れ
を
通
し
て
十

字
架
と
復
活
に
よ
る
救
い
の

御
業
を
成
就
さ
れ
た
。
主
は

多
く
の
痛
み
を
負
い
、
人
々

か
ら
殺
さ
れ
る
十
字
架
に
よ

り
救
い
を
全
う
さ
れ
た
。
従

っ
て
福
音
に
与
る
者
は
、
十

字
架
の
恵
み
を
感
謝
し
て
受

け
止
め
、
宣
べ
伝
え
る
者
と

さ
れ
る
。
聖
餐
の
恵
み
に
感

謝
し
て
与
り
、
福
音
宣
教
に

仕
え
る
教
会
と
さ
れ
る
」。

　
一
同
で
感
謝
の
う
ち
に
、

教
団
信
仰
告
白
を
告
白
し
、

聖
餐
の
恵
み
に
与
っ
た
。

『
こ
の
岩
の
上
に

　
　
わ
た
し
の
教
会
を
建
て
る
』

礼
　
拝

戒
規
・
教
師
免
職
巡
る
議
案
で

議
論
沸
騰

北村教師の議員資格を訴える横断幕が現れた

【 信 徒 常 議 員 】【 教 職 常 議 員 】

（神奈川）212票

（中部）205票

（西東京）204票

（東中国）203票

（東京）201票

（大阪）199票

（奥羽）199票

（東京）198票

（東北）197票

（東海）196票

（四国）195票

（関東）193票

（西東京）188票

　望月克仁

　大杉　 弘

　高橋　 豊

◎河田直子

　鈴木功男

　江本義一

◎松尾　 亨

　岡田義信

△遠藤道雄

　小林貞夫

◎寺岡恭仁子

◎佐久間文雄

◎川原正言

（東北）212票

（神奈川）207票

（九州）207票

（西東京）203票

（大阪）203票

（東京）203票

（東京）203票

（東京）201票

（東海）198票

（神奈川）198票

（中部）197票

（兵庫）196票

（四国）194票

（関東）193票

◎高橋和人

　藤掛順一

◎古屋治雄

◎大村　 栄

◎岡村　 恒

　小橋孝一

△長崎哲夫

　長山信夫

　北　 紀吉

◎島田勝彦

　高橋　 潤

◎森里信生

◎篠浦千史

◎深谷春男

＊得票順（◎は新議員、△は元議員、無印は再選）　
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解放劇『あなたの隣人とは』
差別がなくなるようにとの願いの中で

　
教
団
総
会
2
日
目
の
議
事
終
了

後
、「
信
徒
交
流
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
た
。　
年
、　
回
総
会
の
際
、

06

35

「
　
余
年
ぶ
り
の
全
国
的
な
信
徒

30
の
交
流
」
を
図
っ
て
開
催
さ
れ
て

以
来
、
今
回
が
3
回
目
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
津
村
正
敏
さ
ん

（
兵
庫
）は
、「
牧
師
と
違
っ
て
、信

徒
は
他
教
区
の
人
と
交
わ
り
が
な

く
、
顔
な
じ
み
も
殆
ど
い
な
い
。

こ
う
い
う
機
会
を
利
用
し
て
、
自

由
に
話
し
合
い
、
仲
間
を
作
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
議
員
を
選
出
し
な
か
っ
た

沖
縄
教
区
か
ら
傍
聴
に
駆
け
つ
け

た
役
員
信
徒
2
人
、
1
日
目
に
退

席
し
た
京
都
教
区
の
中
で
、
席
に

留
ま
り
続
け
て
い
た
信
徒
議
員
1

人
も
出
席
し
て
盛
大
な
拍
手
を
浴

び
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
石
橋
秀

雄
議
長
、
内
藤
留
幸
総
幹
事
も
直

ち
に
来
賓
と
し
て
駆
け
つ
け
、
内

藤
総
幹
事
は
、「
こ
れ
ま
で
1
0
0

以
上
の
教
会
に
説
教
な
ど
で
訪
問

し
た
が
、
ど
の
教
会
に
も
、
黙
々

と
支
え
て
い
る
信
徒
の
姿
が
あ

る
。
人
数
で
い
え
ば
、
牧
師
に
比

べ
、
信
徒
は
　
倍
い
る
。
信
徒
の

50

力
が
、
勝
負
を
決
め
る
。
主
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
素
直
に
感

謝
し
て
、
タ
ラ
ン
ト
を
出
し
切
っ

て
欲
し
い
」
と
信
徒
に
熱
い
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
　
人
の
出
席
者
は
、
こ
の
後
、

65
2
、
3
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
繰
り
返

し
た
。「
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
出
会

っ
た
人
と
会
議
や
集
会
で
再
会

し
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
話
す

よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
体
験
談
も

聞
い
た
。

　
夕
食
前
の
1
時
間
と
、
限
ら
れ

た
時
間
の
集
い
だ
が
、
北
か
ら
南

ま
で
全
国
各
地
の
信
徒
が
交
流
す

る
こ
の
集
い
は
、
総
会
2
日
目
の

行
事
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
だ
。

（
永
井
清
陽
報
）

第
3
回
信
徒
交
流
の
集
い

牧
師
に
比
べ
、信
徒
は
　
倍
50

伝
道
所
関
連
、「
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
」、セ
ク
シ
ュア
ル・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
関
連
、「
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」他

う
と
す
る
石
川
が
存
在
す
る
。

3
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
は
石
川
の

呼
び
か
け
の
中
で
聖
書
を
学

び
、
変
わ
っ
て
い
く
教
会
の
メ

ン
バ
ー
だ
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
小
林
が
牧
師

に
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
打

ち
明
け
、
悩
み
を
相
談
す
る
場

面
か
ら
始
ま
る
。「
信
仰
者
は
こ

う
あ
ら
ね
ば
」
的
な
牧
師
の
言

葉
は
、
弱
っ
て
い
る
小
林
を
救

わ
な
い
。
結
果
、
小
林
は
礼
拝

に
出
席
し
な
く
な
る
。
役
員
会

で
そ
の
事
が
報
告
さ
れ
る
と
議

場
は
彼
を
批
判
す
る
多
数
と
、

彼
の
気
持
ち
を
汲
も
う
と
す
る

石
川
で
激
し
く
対
立
す
る
。
し

か
し
石
川
の
呼
び
か
け
で
教
会

員
が
ル
カ
　
章
の
「
良
き
サ
マ

10

リ
ア
人
の
譬
え
」
を
学
び
、
そ

の
中
か
ら
小
林
に
寄
り
添
お
う

と
い
う
意
志
を
持
つ
者
が
現

れ
、
牧
師
に
責
任
が
あ
る
の
か

ど
う
か
臨
時
総
会
の
場
で
決
議

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
印
象
的
な
の
は
、
石
川
か
ら

そ
の
話
を
聞
い
た
小
林
が
「
何

か
違
う
気
が
す
る
」
と
舞
台
を

去
る
シ
ー
ン
。
ま
た
最
終
的
に

総
会
の
場
で
教
会
員
が
採
決
に

反
対
し
、
結
果
牧
師
の
責
任
を

問
う
の
で
は
な
く
、
小
林
に
寄

り
添
お
う
と
す
る
者
が
寄
り
添

っ
て
い
く
と
い
う
結
末
を
迎
え

る
こ
と
だ
。「
行
っ
て
あ
な
た
も

同
じ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

自
分
は
自
分
で
良
い
の
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
小
林
の
モ

ノ
ロ
ー
グ
で
物
語
は
終
わ
る
。

　
残
念
だ
っ
た
の
は
メ
ン
バ
ー

多
忙
の
た
め
か
、
台
詞
の
ミ
ス

が
目
立
っ
た
こ
と
、
雑
誌
で
隠

し
た
台
本
を
見
な
が
ら
演
技
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
こ
と

だ
。
回
を
重
ね
て
上
演
さ
れ
て

い
く
中
で
、
そ
れ
ら
が
解
決
し

て
い
く
こ
と
を
願
う
。
た
だ
、

差
別
を
な
く
そ
う
と
い
う
熱
い

思
い
は
伝
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　（
新
報
編
集
部
報
）

に
東
谷
誠
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
長
か
ら
「
部
落
解
放

劇
は
差
別
が
な
く
な
る
よ
う
に

と
の
願
い
の
中
で
上
演
さ
れ
て

き
た
。
北
村
慈
郎
先
生
の
戒
規

決
定
以
降
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
解
放
劇
を
上
演
し
て
良

い
の
か
を
私
も
出
演
者
も
悩
み

続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
、
私
は

北
村
先
生
の
事
柄
は
人
権
侵
害

で
あ
る
と
言
い
続
け
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で

上
演
を
決
定
し
た
の
は
、
す
べ

て
の
差
別
が
な
く
な
る
訴
え
を

す
る
と
共
に
、
こ
の
こ
と
も
含

め
て
解
放
劇
を
観
て
共
に
考
え

た
い
と
願
っ
た
か
ら
で
あ
る
」

と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

　
劇
に
は
大
き
く
分
け
て
3
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
登
場
す
る
。
信

仰
的
信
念
を
持
ち
す
ぎ
た
牧
師

と
そ
の
牧
師
を
全
面
的
に
肯
定

す
る
役
員
は
教
会
的
権
威
や
律

法
主
義
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
す
る
形
で
部
落
出
身
の

青
年
小
林
と
、
彼
に
寄
り
添
お

「沖縄宣教連帯金」増額を訴える向井希夫議員

　
議
案
第
　
号「
教
規
変
更（
伝

29

道
所
関
連
）
に
関
す
る
件
」
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。
賛
成
反
対
そ
れ
ぞ

れ
に
、
教
規
に
お
け
る
伝
道
所

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
真
剣

な
意
見
交
換
で
あ
っ
た
。

　
現
状
の
伝
道
所
の
位
置
づ
け

が
曖
昧
で
あ
り
、
課
題
が
多
く

あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
が
、
議
案
名
か
ら
分
か
る
と

お
り
、
教
規
変
更
に
は
3
分
の

2
の
賛
成
が
必
要
で
あ
り
、
修

正
議
案
も
出
さ
れ
た
が
、
可
決

に
必
要
な
2
3
3
に
対
し
、
修

正
議
案
賛
成
2
1
0
、
原
案
賛

成
1
9
9
で
と
も
に
少
数
否
決

さ
れ
た
。

　
な
お
、
現
状
を
放
置
で
き
な

い
と
い
う
点
で
は
、
ほ
ぼ
共
通

し
た
認
識
が
あ
り
、
今
後
も
、

伝
道
所
の
位
置
づ
け
に
関
し
て

は
丁
寧
な
議
論
が
続
け
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
議
案
第
　
号【「
日
本
基
督
教

32

団
と
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
団
と
の

『
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
と
実

質
化
』
特
設
委
員
会
」
を
設
置

す
る
件
】
に
つ
い
て
、
前
総
会

で
一
度
同
様
の
議
案
が
否
決
さ

れ
た
が
、
西
中
国
教
区
は
そ
れ

で
も
沖
縄
教
区
と
い
か
に
向
き

合
う
か
を
考
え
て
、
こ
の
議
案

を
提
出
し
た
と
提
出
理
由
が
述

べ
ら
れ
た
。
第
　
・
　
・
　
教

25

26

27

団
総
会
で
の
決
議
を
根
拠
と
し

て
、『
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
と

実
質
化
』
を
推
進
す
べ
き
だ
と

の
主
張
が
な
さ
れ
た
が
、
採
決

の
結
果
、
過
半
数
1
7
3
に
対

し
、
1
4
0
で
少
数
否
決
と
な

っ
た
。――

―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
議
案
第
　
号
「
米
軍
再
編
に

33

抗
議
し
、
全
国
の
軍
事
基
地
撤

去
を
求
め
る
声
明
を
内
外
に
向

か
っ
て
表
明
す
る
件
」
に
つ
い

て
、「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は

幸
い
で
あ
る
」
と
の
御
言
葉
に

牧師に悩みを相談するが

　
2
日
目
夜
7
時
　
分
か
ら
、

45

部
落
解
放
劇
「
あ
な
た
の
隣
人

と
は
」
が
上
演
さ
れ
た
。
最
初

立
っ
て
、
教
団
全
体
で
地
元
の

痛
み
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
補

足
説
明
が
さ
れ
た
。

　
平
和
を
願
う
こ
と
自
体
は
も

ち
ろ
ん
賛
成
だ
が
、
声
明
を
出

す
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
具

体
的
に
練
り
直
す
こ
と
が
必
要

だ
と
の
反
対
意
見
も
聞
か
れ

た
。
採
決
の
結
果
、
過
半
数
1

7
4
に
対
し
、
1
4
7
で
少
数

否
決
と
な
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
議
案
第
　
号「『
合
同
の
と
ら

34

え
な
お
し
』：『
戦
後
責
任
』
と

そ
の
歴
史
検
証
に
関
す
る
件
」

に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
沖
縄
教

区
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

か
、
ど
こ
に
立
っ
て
歴
史
を
検

証
す
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
も
、
議
案
　
号
と
同

32

様
に
、
過
去
の
教
団
総
会
決
議

や
合
同
の
経
緯
に
触
れ
る
議
論

が
な
さ
れ
た
が
、
平
行
線
を
た

ど
っ
た
。
採
決
の
結
果
、
過
半

数
1
7
1
に
対
し
、
1
3
8
で

少
数
否
決
と
な
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
議
案
第
　
号
「
同
性
愛
者
を

35

は
じ
め
と
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
差
別
に
関
す

る
件
」
に
関
し
て
は
、
賛
成
意

見
と
し
て
、
自
ら
が
差
別
者
だ

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
歩
む
べ

き
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
採

決
の
結
果
、
過
半
数
1
6
5
に

対
し
、
1
3
5
で
少
数
否
決
と

な
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　「
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」関
連
の

議
案
審
議
は
、
ま
ず
議
案
　
号
18

「
2
0
1
0
年
度
教
団
歳
入
歳

出
予
算
に
関
す
る
件
」
と
議
案

　
号
「
2
0
1
0
年
度
教
団
歳

40入
歳
出
予
算
案
：
沖
縄
宣
教
連

帯
金
予
算
案
に
関
す
る
件
」
が

同
時
上
程
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
議
案
　
号
は
、
第
　
総
会
第

40

36

3
回
常
議
員
会
で
可
決
さ
れ
た

歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
お
け

る
「
沖
縄
宣
教
連
帯
金
」
支
出

予
算
　
万
円
を
、
従
来
ど
お
り

80

の
1
2
0
万
円
と
す
る
と
い
う

提
案
で
あ
り
、
事
実
上
、
議
案

　
号
の
修
正
案
で
あ
っ
た
。

18　
こ
の
審
議
で
は
、　
総
会
期

36

を
通
じ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
所

謂
「
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
」

を
巡
る
「
合
同
」
理
解
、
こ
れ

と
密
接
な
「
沖
縄
教
区
は
教
団

と
は
距
離
を
置
く
」
と
い
う
問

題
及
び
そ
の
打
開
策
と
重
ね
ら

れ
て
議
論
さ
れ
た
。
過
去
の
総

会
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
議
決
を

論
拠
と
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ

る
一
方
、「
距
離
を
置
く
」
と

言
い
な
が
ら
連
帯
金
を
受
け
る

の
は
矛
盾
し
て
い
る
と
厳
し
い

意
見
が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
白

熱
し
た
。
し
か
し
、
賛
否
両
論

と
も
に
、
何
れ
も
長
い
時
間
の

間
に
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
き

た
こ
と
で
あ
り
、
目
新
し
い
も

の
で
は
無
か
っ
た
。
対
立
は
解

消
さ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
硬
直
化
し
て
い
る
よ
う
に
映

っ
た
。

　
議
案
　
号
は
、
賛
成
1
4
0

40

票
で
少
数
否
決
さ
れ
、
議
案
　18

号
が
、
1
8
9
票
を
得
て
可
決

さ
れ
た
。

　
議
案
　
号
「
2
0
1
1
年
度

19

教
団
歳
入
歳
出
原
予
算
に
関
す

る
件
」
で
は
、
議
案
　
号
の
提

40

案
者
で
あ
る
深
澤
奨
議
員
か

ら
、　
号
と
同
趣
旨
の
「
沖
縄

40

宣
教
連
帯
金
」
を
従
来
通
り
の

1
2
0
万
円
に
増
額
す
べ
き
と

い
う
修
正
案
が
出
さ
れ
た
が
、

1
3
8
票
で
少
数
否
決
、
本
案

が
1
8
9
票
で
可
決
さ
れ
た
。

4
つ
の
投
票
総
数
は
、
何
れ
も

3
3
0
票
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
そ
の
他
、
事
前
か
ら
関
心
が

集
ま
っ
た
議
案
で
は
、
鈴
木
功

男
議
員
提
案
の
議
案
　
号
「
伝

37

道
方
策
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
件
」
は
、
閉
会
時
間
が
迫
り
、

上
程
は
さ
れ
た
も
の
の
、
審
議

は
な
さ
れ
ず
、
常
議
員
会
付
託

と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
総
会
前
日
の
常
議
員
会
は
、

そ
の
殆
ど
の
報
告
議
案
が
、
総

会
に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
総
会
議
事
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
た
め
に
、
こ
の
新
報
総

会
報
告
号
で
は
省
い
て
い
る

が
、「
靖
国
・
天
皇
制
問
題
小

委
員
会
」
継
続
案
否
決
に
つ
い

て
は
、
特
別
に
記
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
小
出
望
宣
教
委
員
長
は
、
委

員
会
の
継
続
を
強
く
要
望
し
た

が
、
小
委
員
会
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
、「
勉
強
会
な
ら
自
主

・
自
弁
で
行
え
ば
良
い
」
な
ど

と
の
批
判
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
大
差
で
否
決
さ
れ
た
。

　
従
来
、
靖
国
・
天
皇
制
問
題

を
重
視
し
て
き
た
常
議
員
が
継

続
に
賛
成
し
な
い
と
い
う
予
測

外
の
結
果
と
な
っ
た
。

（
小
林
信
人
報
）
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祈
り
に
覚
え
、覚
え
ら
れ

祈
り
に
覚
え
、覚
え
ら
れ
てて

☆
台
湾
基
督
長
老
教
会

石
連
城
総
会
副
議
長

　
台
湾
基
督
長
老
教
会
は
2
0

1
5
年
に
創
立
1
5
0
周
年
を

迎
え
る
。こ
れ
か
ら
の
5
年
間
、

台
湾
基
督
長
老
教
会
は
信
徒
一

人
一
人
に
対
し
、
日
毎
の
宣
教

努
力
を
積
極
的
か
つ
外
向
的
に

展
開
す
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
少
数
派

の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
日
本

基
督
教
団
と
台
湾
基
督
長
老
教

会
は
特
別
な
き
ず
な
で
結
ば
れ

て
い
る
。
台
湾
の
長
老
教
会
が

政
治
、
宣
教
に
お
い
て
困
難
に

直
面
し
た
時
の
励
ま
し
と
祈
り

に
感
謝
す
る
。

　
否
定
的
な
こ
と
を
考
え
る
の

は
た
や
す
い
が
、
主
イ
エ
ス
が

5
つ
の
パ
ン
と
2
匹
の
魚
で
何

千
人
も
の
人
々
を
満
腹
さ
せ
た

こ
と
を
覚
え
て
お
互
い
に
励
ま

し
合
っ
て
行
き
た
い
。

僵
僵
僵

☆
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
チ
ャ
ー

チ（
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ズ
）

と
米
国
合
同
教
会
の
共

同
世
界
宣
教
局

カ
シ
ル
ダ
・
Ｅ
・
ル
ザ
レ
ス

同
志
社
大
学
教
授

　
私
は
日
本
に
お
い
て
　
年
以

20

上
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き

た
。
宣
教
師
と
し
て
ど
の
よ
う

に
働
く
か
考
え
て
い
た
際
、
教

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
総
幹
事
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ら
、
伝
道
の
課
題

と
し
て
、
罪
、
貧
困
、
病
、
無

知
、
人
間
関
係
の
破
れ
か
ら
の

救
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
示

さ
れ
た
。
同
志
社
で
の
教
員
生

活
を
振
り
返
り
、「
知
識
の
伝
達

を
超
え
た
、
人
格
の
成
長
と
精

神
の
涵
養
」
と
し
て
の
「
無
知

か
ら
の
救
い
」
と
い
う
課
題
を

日
本
の
学
生
と
と
も
に
自
分
自

身
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
恵
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ズ
ー
・
シ
ャ
オ
リ
ン

／
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区
幹

事
か
ら
は
、
文
書
に
よ
る
挨
拶

で
、
日
本
基
督
教
団
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
仕
え
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
の
喜
び
が
語
ら
れ
、

日
本
の
教
会
が
、
福
音
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
分
か
ち
合
い
、
平
和

と
公
正
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
、責
任
あ
る
市
民
を
育
成
し
、

信
徒
指
導
者
と
教
師
を
訓
練
す

る
こ
と
を
通
し
、
日
本
の
人
々

が
生
け
る
神
を
知
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
う
に
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

僵
僵
僵

☆
南
西
ド
イ
ツ
宣
教
会

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
フ
ィ
ン

ク
バ
イ
ナ
ー
牧
師

　
1
9
7
5
年
に
日
本
に
初
め

て
来
て
以
来
5
度
目
の
来
日
で

あ
る
。
今
回
は
N
C
C
宗
教
研

究
所
の
研
修
会
に
参
加
す
る
同

行
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い

る
。
京
都
市
内
の
教
会
の
礼
拝

に
出
席
し
、
日
本
各
地
の
教
会

を
訪
問
す
る
中
で
、
日
本
の
教

会
を
知
り
、
そ
こ
に
あ
る
多
く

の
賜
物
に
驚
い
て
い
る
。

　
諸
宗
教
の
た
だ
中
で
、
キ
リ

ス
ト
教
の
特
別
な
点
は
、
十
字

架
と
い
う
極
限
に
お
い
て
、
神

が
愛
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
と

い
う
点
に
あ
る
。
福
音
を
宣
べ

伝
え
る
時
、
課
題
、
問
題
、
相

違
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
私

た
ち
が
真
実
に
キ
リ
ス
ト
を
宣

べ
伝
え
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か

を
考
え
る
と
き
に
こ
そ
起
こ
る

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
総
会
が
喜
び
の
訪
れ
を

生
き
生
き
と
伝
え
て
行
く
真
実

な
道
を
発
見
す
る
会
議
と
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

僵
僵
僵

☆
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協

　
議
会

ヘ
ン
リ
エ
ッ
ト
・
フ
タ
バ
ラ

ト
・
レ
バ
ン
総
幹
事

　
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

を
代
表
し
て
、
日
本
基
督
教
団

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
キ
リ
ス

ト
教
協
議
会
を
組
織
す
る
　
カ
22

国
1
0
0
教
団
を
代
表
す
る
も

の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト

教
協
議
会
は
、「
人
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
神
の
愛
を
伝
え
、

と
も
に
歩
む
」
を
テ
ー
マ
に
会

議
を
行
い
、
こ
の
5
年
間
の
目

標
と
し
、
ア
ジ
ア
の
教
会
に
対

し
、
預
言
的
良
心
的
癒
し
と
和

解
の
業
と
し
て
、
正
義
と
医
療

を
行
っ
て
い
る
。
困
難
な
時
代

の
中
、
特
に
、
自
然
災
害
や
、

大
不
況
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
こ
と
を
覚
え
歩
み
た

い
。

　
教
会
の
中
に
お
い
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
困
難

を
覚
え
る
が
、
多
様
性
を
認
め

つ
つ
、
励
ん
で
い
き
た
い
。
最

も
重
要
で
、
長
期
間
に
わ
た
る

日
本
基
督
教
団
の
協
力
に
感
謝

し
、
日
本
基
督
教
団
の
上
に
、

聖
霊
の
導
き
を
祈
る
。

僵
僵
僵

☆
在
日
大
韓
基
督
教
会

崔
栄
信
総
会
長

　
私
た
ち
K
C
C
J
の
す
べ
て

の
教
会
・
伝
道
所
は
、
地
域
社

会
の
中
で
主
の
福
音
を
宣
べ
伝

え
、
ま
た
そ
の
生
き
方
に
倣
い

つ
つ
、
私
た
ち
が
多
様
性
の
一

致
に
基
づ
く
教
会
で
あ
る
こ
と

を
信
じ
、
す
べ
て
の
教
会
の
一

致
と
和
解
の
た
め
に
呼
び
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
今
こ
そ
確

か
め
合
う
時
期
に
来
て
い
る
。

宣
教
2
世
紀
に
向
け
た
、
宣
教

協
約
に
伴
う
具
体
的
な
宣
教
協

力
の
実
質
化
の
た
め
に
、
日
本

基
督
教
団
と
各
地
方
会
の
教
会

が
新
た
に
模
索
し
あ
う
動
き
が

活
発
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

　
議
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
聞
き
な
が
ら
、
日
本
基
督

教
団
に
与
え
ら
れ
た
課
題
の
難

し
さ
を
感
じ
た
。
し
か
し
同
時

に
、
日
本
の
宣
教
の
た
め
の
熱

い
思
い
を
強
く
受
け
取
っ
た
。

教
団
の
痛
み
は
私
た
ち
の
痛

み
、
教
団
の
喜
び
は
私
た
ち
の

喜
び
で
あ
る
。
祈
り
つ
つ
、
と

も
に
日
本
の
宣
教
に
励
み
た

い
。

僵
僵
僵

☆
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議

　
会輿

石
勇
議
長

　
広
範
囲
に
わ
た
る
日
本
キ
リ

ス
ト
教
協
議
会
（
N
C
C
）
の

働
き
を
、
こ
れ
ま
で
日
本
基
督

教
団
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
る
。
特
に
、
山
北
宣
久
議
長

の
働
き
と
、
N
C
C
に
対
す
る

力
強
い
お
支
え
に
感
謝
す
る
。

議
長
交
代
は
、
日
本
基
督
教
団

の
一
つ
の
新
し
い
と
き
の
始
ま

り
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
日
本

基
督
教
団
に
と
っ
て
の
画
期

は
、
ま
た
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
界
の
画
期
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
N
C
C
も
現
在
機
構
改
革

を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の
改
革

が
邁
進
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
お
支
え
を
願
う
。

　
第
　
回
総
会
を
神
が
導
い
て

37

く
だ
さ
り
、
総
会
で
な
さ
れ
る

す
べ
て
の
議
論
と
下
さ
れ
る
決

断
を
御
心
に
叶
う
も
の
と
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
る
。

僵
僵
僵

以
下
は
挨
拶
文
の
み

☆
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会

　（
統
合
派
）

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ソ
総
会
議
長

　
日
本
基
督
教
団
の
す
べ
て
の

指
導
者
と
信
徒
の
皆
様
が
、
神

様
の
与
え
ら
れ
た
使
命
と
世
界

的
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
へ

献
身
し
て
い
る
こ
と
を
、
心
か

ら
感
謝
の
内
に
覚
え
、
一
致
団

結
の
意
を
表
し
た
い
。
危
機
的

な
時
代
に
あ
っ
て
神
様
の
御
心

を
見
分
け
る
神
様
の
導
き
と
、

福
音
を
広
め
る
た
め
の
知
恵
と

信
仰
が
、
総
会
を
通
し
て
与
え

ら
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
教
会
が
、
神
様
の

通
り
良
き
管
と
し
て
引
続
き
奉

仕
に
励
め
る
よ
う
、
互
い
の
協

力
関
係
を
願
い
求
め
る
べ
き
だ

と
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
日
本
基
督
教

団
と
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
の

宣
教
協
約
関
係
が
、
キ
リ
ス
ト

者
の
信
仰
と
愛
の
強
い
絆
に
よ

っ
て
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
こ
と

を
望
む
。

僵
僵
僵

☆
タ
イ
キ
リ
ス
ト
教
会

ヴ
ィ
ラ
ー
ト
・
コ
イ
デ
ュ
ル

総
会
議
長

　「
教
団
の
一
致
は
い
ず
こ

へ
？
儿
御
霊
の
導
き
を
渇
望
し

つ
つ
儿
」
と
の
教
団
総
会
の
標

語
は
、
バ
ン
コ
ク
で
2
週
間
前

に
開
催
し
た
私
た
ち
の
総
会
の

テ
ー
マ
と
重
な
る
。
私
た
ち
も

神
の
み
が
も
た
ら
す
一
致
に
重

点
を
お
い
た
。
重
大
な
岐
路
に

立
つ
今
日
、
日
本
基
督
教
団
の

将
来
の
方
向
性
を
審
議
す
る
に

あ
た
り
、
神
の
導
き
と
聖
霊
に

よ
る
分
別
が
あ
る
よ
う
祈
っ
て

い
る
。
神
の
国
を
宣
べ
伝
え
る

た
め
の
教
団
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
、
タ
イ
キ
リ
ス
ト
教

会
一
人
ひ
と
り
は
大
切
に
考
え

て
い
る
。

僵
僵
僵

☆
英
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ

総
幹
事

　
私
た
ち
も
総
会
を
終
え
た
ば

か
り
で
、
総
会
に
集
っ
て
、
教

会
の
展
望
や
世
界
に
向
か
っ
て

の
神
の
使
命
を
確
認
す
る
こ
と

が
、
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
を
霊
的

に
一
新
さ
せ
る
か
が
良
く
分
か

る
。
今
回
の
総
会
を
通
し
、
神

様
の
霊
に
皆
様
が
活
気
づ
け
ら

れ
、
結
束
さ
れ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　
日
本
基
督
教
団
と
英
国
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
も
の
で
あ
る
。
教
団
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ラ
・
ノ
リ

ス
宣
教
師
、
ダ
ニ
エ
ル
＆
康
子

デ
ル
ミ
ン
宣
教
師
の
働
き
を
含

め
、
教
団
と
の
結
び
つ
き
に
喜

び
を
感
じ
続
け
て
い
る
。

僵
僵
僵

☆
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　21

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
チ
国
際

関
係
部
長

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会

ま
た
近
代
化
や
物
質
主
義
の
価

値
観
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
社
会

に
あ
っ
て
少
数
派
の
キ
リ
ス
ト

教
会
と
し
て
、
皆
様
か
ら
教
え

て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
集
い
、

報
告
に
耳
を
傾
け
、
直
面
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
つ
い
て
話
し
合
う
皆
様
を
覚

え
、
私
た
ち
を
守
っ
て
く
だ
さ

る
主
に
忠
実
で
あ
り
、
主
の
お

約
束
を
固
く
握
り
締
め
ら
れ
ま

す
よ
う
に
祈
る
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
は
ス
イ
ス
・

21

ド
イ
ツ
語
圏
内
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
の
公
式
な
宣
教
団
体
で

あ
り
、
地
球
上
3
つ
の
大
陸
に

ま
た
が
る
教
会
や
キ
リ
ス
ト
教

団
体
で
構
成
さ
れ
る
、
国
際
的

な
、
学
習
を
積
み
重
ね
る
共
同

体
で
あ
る
。
協
力
教
会
や
協
力

団
体
と
共
に
、
貧
困
緩
和
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
教
会
の
社
会
に

変
革
を
も
た
ら
す
役
割
を
促
進

す
る
た
め
に
、
各
個
教
会
を
援

助
し
、
そ
の
強
化
を
目
指
す
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

僵
僵
僵

☆
世
界
教
会
協
議
会

オ
ラ
フ
・
フ
ィ
ク
セ
・
ト
ゥ

ヴ
ェ
イ
ト
総
幹
事

　
日
本
在
住
の
キ
リ
ス
ト
者

は
、
そ
の
信
仰
深
い
証
し
を
通

し
て
、
た
と
え
人
口
が
少
な
い

と
し
て
も
、
社
会
や
世
界
の
キ

リ
ス
ト
教
界
に
与
え
る
貢
献
範

囲
や
貢
献
度
が
限
定
さ
れ
る
必

要
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
諸
教
会
の
持
つ
活
力

と
潜
在
力
に
よ
っ
て
、
日
本
の

キ
リ
ス
ト
者
、
特
に
日
本
基
督

教
団
の
兄
弟
姉
妹
は
強
め
ら
れ

て
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
証

と
奉
仕
の
働
き
を
忠
実
に
遣
り

遂
げ
ら
れ
る
も
の
と
確
信
す

る
。
こ
の
視
点
に
鑑
み
、
日
本

「アジアキリスト教教育基金」事務局長募集

　今般、私どもは、現任事務局長任期満了をもって、新事務局長を以
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阿
部
信
義
氏
（
隠
退
教
師
）

　
　
年
9
月
　
日
、
逝
去
。　

10

28

83

歳
。
宮
城
県
に
生
ま
れ
る
。　'58

年
関
東
学
院
大
学
を
卒
業
、　'59

年
受
允
、　
年
受
按
、　
年
よ

'62

'59

り
　
年
ま
で
豊
岡
教
会
を
牧
会

'97
し
隠
退
し
た
。
そ
の
間
、
但
馬

日
高
教
会
、
城
崎
教
会
、
竹
野

教
会
、浜
坂
教
会
を
代
務
し
た
。

遺
族
は
、
娘
・
阿
部
恵
さ
ん
。

細
川
　
静
氏
（
隠
退
教
師
）

　
　
年
　
月
　
日
、
逝
去
。　

10

10

26

87

歳
。
北
海
道
に
生
ま
れ
る
。　'53

年
日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

を
卒
業
、
同
年
稲
城
伝
道
所
に

赴
任
、
八
丈
島
中
ノ
郷
伝
道
所

（
八
丈
島
シ
ャ
ロ
ー
ム
教
会
）

を
　
年
ま
で
牧
会
し
、
隠
退
し

'95
た
。
遺
族
は
妻
・
細
川
本
子
さ

ん
。

基
督
教
団
が
青
年
伝
道
と
家
庭

建
て
上
げ
の
働
き
に
邁
進
さ
れ

ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
お
勧
め

申
し
上
げ
た
い
。

　
我
々
皆
が
属
す
る
こ
の
偉
大

な
る
キ
リ
ス
ト
の
体
を
建
て
上

げ
る
た
め
に
、
奉
仕
を
続
け
る

W
C
C
加
盟
の
諸
教
会
の
交
わ

り
に
お
い
て
、
日
本
基
督
教
団

が
青
年
と
家
庭
の
分
野
で
実
を

あ
げ
た
い
と
い
う
希
望
と
喜
び

の
報
告
を
聞
き
た
い
、
と
願
っ

て
い
る
。

僵

来
賓
挨
拶
僵
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